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木曽 谷 の ギフ チョ ウ と ヒメ ギフ チョ ウ 
ーー 1 
高 橋 昭 


Genus Luehdorfia (Papilionidae, Lep.) in the Kiso 
Valley (Nishi-Chikuma-gun, Nagano Pref.) 


By AKIRA TAKAHASHI 


長野 県 の 松本 市 か ら 東 筑摩 郡 に か け て は ヒメ ギフ チ ョ ウ の 多 産地 と し て 有名 な 所 が 多く , Luehdorfia puziloi 
yazawae MATSUMURA, 1919 の type locality で も ある 。 一 方 , 愛知 県 や 岐阜 県 な どの 東海 地方 (木曽 川 の 中 下 


流 地域 ) に は ギフ チョ ウッ が 広範 囲 に わた っ て 分 布 し て いる 。 と の 両 地方 の 間 に 位 置 する 木曽 川上 流 地 域 の いわ ゆる 


木曽 谷 に つい て は , ギフ チョ ウ ・ ヒ メ ギ フ チョ ツウ の 分 布 上 重要 な 問題 が 多い に も か か わら ず 長 い 間 調査 が 不 充 分 で 
あっ た 。 
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Fig。 1 木曽 谷 ( 長 野 県 西 筑 摩 郡 ) 産 の ギフ チョ ウ と ヒメ ギフ チョ ウ 
A ヒメ ギフ チョ ウ (a) る 1965 年 5 月 9 日 木祖 村 鳥 居 峠 産 (b) \ 1959 年 4 月 26 日 木祖 村 鳥 居 峠 産 
B ギフ チョ ウ (a) 6 1965 年 4 月 25 日 大 桑村 須原 産 (b) * 1964 年 4 月 19 日 大 和 桑村 野尻 産 


1) 愛知 県 知多 郡 大 府 町 大 府 ガ ンジ 山 38 一 267 
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1959 年 。 筆者 は 萬 人 健氏 と と も に 木 前 合 の ギフ チョ ウ 属 に つい て 概説 し た が , 本 次 で は 1955 年 か ら 1965 年 に わた 
る 1 征 癌 の 開 栓 を 東 計 し : 併せ て その 食性 お よび 食 草 分 布 状 態 と の 関連 か ら Lxehdorfia の 分 布 規定 因子 に つい て 
考察 し て みた いと 思 

な も 克 で は 1965 和 長計 人 体 を 森谷 さして 取り 扱っ た 。 大 の 誕 を 近 べ る と , (1) か っ て 
西 筑摩 郡 で あっ た が , 現在 の 南安 受 古奈 川村 は 信 きめ な い 。 (2 ) 橋川 村 は 信濃 川 水 系 に 属し , 木曽 川 水系 に 属さ な 
い が 含 『 め て ある 。 (3 ) 1961 年 , 読書 村 , 知宏 村 , 田 立 村 の 3 村 は 合併 し て 南木曽 町 た な っ た の で 新地 名 を 採用 し 
ye (4) 神坂 料 は 1958 年 。 山口 村 と 岐阜 県 中 津川 市 へ 分 けり 村 合併 が 議決 され た が , 現在 な お その 境界 を めぐ っ て 紛 
紺 が 続い て いる の で , 従来 通り 神坂 村 と し て 扱っ て いる 。 















































Fig. 2 木曽 谷 ギ フチ ョ ッ 属 生息 地 
C ヒメ ギフ チョ ウッ 生息 地 , 鳥居 峠 。 カ ラマ ツ の よう な 沙 葉 針葉樹 が 多い 。 
D 木曽 谷 の ギフ チョ ウ の 主要 食 草 で ある ヒメ カン アオ イ と その 葉 裏 に 産 付 さ れ た ギフ チョ ウ の 卵 。 
南木曽 町 ( 旧 読 書 村 ) 柿 基 に て 。 
E ギフ チョ ウ の 生息 地 , 南木曽 町 三 留 野 。 マ ツ 属 の よう な 常緑 針葉樹 が 多い 。 
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木曽 谷 の Luehdorfia 調査 の 歴史 


長野 県 に お ける ギフ チョ ウ ・ ヒ メ ギ フ チョ ウ の 分 布 填 界 C つ いて は 長野 次 氏 (1916)。 江崎 像 三 氏 (3921) 
が 動物 地理 学 上 の 問題 と し て と りあ げた が , 新村 太朗 氏 (1940) に より Luehdorfia line の 名 が 境界 線 と し て 提 
唱 さ れ て 以来 , と くに 関心 が 高まっ た 。 時 

曽谷 に つい て は 前 掲 の 長野 釣 次 郎 氏 が , 矢沢 米 三郎 氏 の 談話 を 引用 し 。 」 鳥居 峠 を 分 布 境界 と 推定 し た 。 寺 

木曽 谷 の Zxehdorfia と し て , まず ギフ チョ ウ が 1926 年 。 電 河江 氏 に より 記録 され 次 いで 1931 年 杉谷 着 彦 氏 が 
日 義村 宮 『 の 越 付近 の ヒメ ギフ チョ ウ を 報告 し た 。 

新村 太朗 氏 は 1940 年 に 文献 資料 を まとめ , 両者 の 分 布 境界 に 対し いわ ゆる Luehdorfia line を 提唱 し , 木曽 谷 
に お いて は 福島 町 が と れ に あたる と し た 。 

。 従 来 ギ フチ ョ ウ と ヒメ ギフ チョ ウ と は 明瞭 な 棲み 分 け 分 布 を し , 混 生地 は な いと 考え られ て いた が , 野平 安芸 
邦 氏 ら は 斑尾 山 (長野 ・ 新光 県 Re の (て におい て ギフ チョ ツウ 属 の 2 種 が 混 生 し て いる と と を 始め て 発見 し , 折 界 の 注目 を 
引い た 。1951 年 , 白木 秀 5 明 氏 が 橋川 笠 奈 度 井 付近 に お いて ギフ チョ ウ と ヒメ ギフ チョ ウ を 記録 し , 木曽 谷 に お ける 
混 生 地 で ある と し た が 、 小野 幸夫 氏 の 反論 が 現われ , また その 後 の 確 認 の 報告 も な い 。 

1958F 時 氏 は 幅 の ヒア キ フ チョウ 山口 村 の ギフ チョ ウ を 報告 し , 1959 年 , 筆者 は 萬 谷 婦 氏 と と も 














机 は 大 了 名 古 呈 好人 の 全員 すなわち i 
阿 江 茂 , 浅井 弘 三 , 林 男 三 , 家 城 司 磯村 鋭 志 , 葛 
谷 健 , 永江 忠 士 , 滝 済 史 , 滝田 康 一 の 各氏 (ABC アメ 
順 ) お よび 筆者 に より , 調査 が 行なわ れ た も の で あ 2 
り 同 会 発行 の 佳 香 冊 や Napi News に 報告 され て 


いる 。 4 
MT. KISO- ONTAR Eo 


ンジ ン Yo 
確認 し 得 た 木曽 谷 zezgoy げ zo の 産地 / 











と の 項 で は 筆者 自身 お よび 前 掲 の 名 古屋 昆虫 同好  j TO 
会 会 員 に より 汐 後 確認 され た 産地 に つい て 述べ る 。 で へ ce お 
Fig.3 は 産地 を 示し , その 番号 は 以下 の 産地 の 番 こ 人 7 
号 に 一 致す る 。 2 


T. Luehdorfia puziloi inexpecta Sheljuzhko, RE 8 
1913 ヒメ ギフ チョ ウ 1 た “a 


1 。 木 禄 村 高 選 幅 a 
1957 年 4 月 27 日 1 頭目 没 高橋 1959 年 ‘8 だ 
4 月 26 日 1 る 1 採集 高橋 明 ・ 小 電 政 三 NN ィ 
1965 年 5 月 6 日 15$$1Y 採 集 高橋 昭 は か XO や 
鳥居 路 は 木曽 駒 が 臣 (2956m) か ら 北 方 に 仲 び RV CN 
る 科 線 上 に ある 標高 1197m の 峠 で 表 日 本 と 裏 日 
本 の 分 水 嶺 に あたり 木曽 川 と 信 浪 川 と を 分 け て い 
る 。 峠 付近 は カラ マツ , ヒノ キ の 植林 が ある が ミ ゝ 
ズ ナ ラ , トチ ノ キ な どの 林 も 残っ て いる 。 Fig.3 木曽 谷 に お ける ギフ チョ ツウ ( 坦 ) と ヒメ ギ 


鳥 展 円 が ギフ チョ ウ と ヒメ ギフ チュ ウ の 分 布 境 フチ ョ ウッ (人) の 分 布 図 。 
界 と し て 推定 され た の は 1916 年 で ある と と は 前 項 地図 中 の 番号 は 本 文 の 産地 番号 に 一 致す る 。 
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で 述べ た が , 具体 的 に ヒメ ギフ チョ ウ の 産地 と し て 記録 し た の は 1958 年 清 澤 晴 寺 親 氏 で ある 。 た だ し 幅 の 木祖 村 
側 か 槍 川 村 側 か の 記述 は な い 。 
筆者 の 3 回 の 調査 で は すべ て 木祖 村 で 発見 し て お り 枚 川村 で は 見 て いな い 。 食 草 ウス パサ イシ ン お よび 幼虫 は 最 
近 家 城 司 氏 (に より 木祖 村 側 で 確認 され , また 1965 年 に は カタ クリ ユリ が 自生 し , これ に 吸 蜜 に 来る と と も 観察 し た 。 
2. 木祖 村 幅 山南 面 
1961 年 5 月 7 日 る 多数 採集 永江 中 土 。 
産地 は 鳥居 幅 の 1 一 2 族 南 方 に 相当 する 。 食 草 , 幼虫 , カタ クリ ユリ は 未 発見 で ある 。 
3 . 巡 神 峠 ( 枚 川 村 と 日 義村 の 境界 , 標高 1277m) 
i 1 る ( 枚 川 村 ) 採集 永江 貝 士 ;1964 年 6 月 7 日 19 卵 (日 義村 ) 採集 高橋 昭 ・ 滝 田 康 一 
九 宰 中! 鳥居 峠 と 同じ く 木曽 駒 が 岳 の 北村 に あり , 峠 付近 は ミズ ナラ , カラ マツ の 混合 樹林 に な っ て いる 。 永 
NOR NO A 
見 し た が , この 卵 は 乏 化 せ ず に 終っ た 。 二 
模 川 村 で は 則 閉 (小野) , 奥 塩水 (永江 ) か ら ウ スバ サイ シン が 記録 され て いる が , 父 者 は 奥 塩 水 で フタ バア 
オイ の 君 落 を みて いる 。 
4. 日 義 料 長波 a 
1957 年 5 月 2 日 3 る 3 採集 滝田 康 一 1958 年 4 月 27 日 2 る る 3 る , 8 卵 採集 高橋 昭 , 高橋 信 。 
木下 駒 ガ 岳 の 支 峰 水沢 山 (2003m ) の 西 和 麓 海抜 約 900m の と と ろ に 産地 が ある 。 基 る い カ ラマ ツ の 林間 を 小川 
が 流れ , カタ クリ ユリ が 豊 産 す る 。 ウ スパ サイ シン は 数 が 少な い 。 
5. 日 義村 原野 a 過 
1955 年 5 月 2 日 1647 卵 採集 偶 谷 健 3 1956 年 5 月 3 約 40 卵 採集 高橋 昭 , 葛 谷 健 , 浅井 弘 三 1959 
年 -4 月 26 日 12 卵 採集 高橋 昭 , 浅井 弘 三 。 
日 義村 長 渡 の 南方 の 産地 で , 水田 に 接し た カラ マツ , ミズ ナラ の 貴 林 内 に 発生 する 。 カタ クリ ユリ は 長 渡 よ り 
多く な い 。 ウス パサ イシ ン や 局 地 介 で 分 分 布 は 炎 い 。 木曽 谷 で は ヒメ ギフ チョ ウ の 卵 の 採集 記録 が 最も 多い 所 で あ 
り , 上 記 以 外 に 小野 氏 の 記録 も ある 。 















































Tl Luehdorfia japonica LEECH, 1889 ギフ チョ ウ 


か いい だ すえ か わか くつ か り 
6 . 開田 村 未 川名 塚 里 誠 
1964 年 6 月 7 日 1 令 幼 虫 27 頭 , 3 卵 採集 滝 浩史 , 林田 三 }1965 年 5 月 23 日 1 頭目 撃 高橋 昭 。 
筆 首 は 1958 和 F 7 月 31 昌 , 末川 朋 塚 里 に ウス パサ イシ ン の 自生 地 を 発見 し た が , その 後 ギ フチ ョ ウッ 属 の 調査 を 行 
な う 機 会 が な か っ た 。 1964 年 6 月 , 阿 汁 茂 氏 が 開田 村 へ 調査 に 行か れる と 聞い た の で , その 自生 地 を お 話し し た 
と と ろ , 同氏 ら に より 1 令 幼 虫 の 2 閣 27 頭 (5 頭 , 22 頭 ) と 3 卵 が 採集 され た 。 と の 幼虫 は カン アオ イ 類 を 余り 
好ま ず , 阿 江 氏 ら は すべ て ウス バ サ イ シン を 食 草 と し て 飼育 , 筆者 は 愛知 県 瀬戸 市 定 光 寺 , お よび 長野 県 西 筑 麻 
客 大 柔 村野 選 の ヒメ カン アオ イ で 飼育 し た 。 全 頭 晴 化 し た が 由 は ウス パサ イシ ン 失 が 明らか に 大 きく , 羽化 率 も 
よかっ た 。 
角 塚 里 の 産地 は 西北 に 押す る Tr 校 地 で 標高 約 1150m, ウス パサ イシ ン の 分 布 は 限局 的 で は ある が 木曽 谷 の うち 
で は 最も 豊 産 す る 所 で ある 。 
7 . 大 和 柔 村 須原 定 勝 寺 付近 加 
1957 年 4 月 21 日 3 頭目 撃 高橋 昭 , 1965 年 4 月 25 日 3$$ 採 集 滝田 康 一 氏 。 
開田 村 で ギフ チョ ウ が 確認 され る まで は , 上記 1957 年 の 目撃 記録 は 木曽 谷 最 北 の ギ フチ ョ ウ の 自 験 記録 で あっ 
た 。 従っ て 確認 の た め , 1957 年 以来 何 回 も 調査 を 行なっ た が 1965 年 に 至り 3 る $ が 採集 され た 。 現在 の と と ろ カ 
ン ア オイ 類 は 未だ 発見 で き な い 。 
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8 . 大 和 柔 村 長野 , 大桑 駅 北方 トン ネル 付近 、 
1957 年 4 月 21 日 3 頭目 撃 高橋 昭 。 
1957 年 サク ラ の 花 に 飛来 し て いる 3 頭 を 目撃 し た が , その 後 数 回 の 調査 で は 目撃 も る できない 。 カ ン ア オイ 類 も 
未 発見 で ある 。 
9. 大 桑村 野尻 吉 
1957 年 4 月 21 日 29 採集 高橋 昭 51964 年 4 月 19 日 2 る $1Y26 卵 採集 高橋 昭 。 
1957 年 に は ヒメ カン アオ イ を 数 株 発見 し た に 過ぎ な か っ た が , 1964 年 野尻 の 須佐 男 神社 付近 で ヒメ カン アオ イ 
0 多数 の 放 を 見 生じ ボラ チョウ の 員 人 認 した 。 


10. 笛 森 衣 町 ( 旧 読 書 村 ) 杭 其 
1960 年 5 月 3 日 48 卵 採集 高橋 昭 。 
柿 基 に は ヒメ カン アオ イ が 広く 分 布 し , ギフ チョ ウ の 卵 も 多数 発見 で きた 。 カタ クリ ユリ は な い 。 柿 其 峠 (1118 
m) 付近 に は ヒメ カン アオ イ が 群生 し , フタ バア オイ も み ら れ る 。 (Fig. 2D) 
1 南木曽 町 ( 旧 読 書 村 ) 三 留 野 i 
1956 年 5 月 7 日 十 数 卵 採 集 葛 谷 健 ;1957 年 5 月 26 日 1~2 令 幼虫 多数 採集 高橋 昭 。 
中 山道 (国道 19 号 ) と 国鉄 中 央 本 線 と の 間 に あ る マツ ッ を 主 と し た 雑木 林 の 中 の 産地 で , その 中 に ヒメ カン アオ 
イ が 自生 し て いる が 豊 富 で は な い 。 カ タク リ ユ リ は 未 発見 で ある 。 (Fig. 2E) 
12 南木曽 町 ( 旧 田 立 村 ) 正 兼 
1950 年 5 月 2 日 19, 1 卵 塊 採 集 葛 谷 健 。 
旧 田 立 村 で は 正 兼 , 粟 畑 , 向 粟 畑 , 下 切 な ど で ヒ メカ ン ア オイ を 多数 見 て お り , また 柿 其 峠 南側 中 腹 ( に は ヒメ 
カン アオ イ と フタ バア オイ が 自生 し て いる 。 カ タク リ ユ リ は 見 出し て いな い 。 
13. 神坂 村 新 茶屋 
1953 年 3 月 27 日 1 頭目 撃 高橋 信 。 
ヒメ カン アオ イ は 新茶 屋 お よび 荒町 付近 で 散見 し て いる 。 上 記 の 日 の ギフ チョ ウ は 木曽 で は 異例 の 早 さ で 極め 
て 新鮮 , 路上 に 静止 し て いた が , ネッ ト を 持っ て いな か っ た た め 採 人 集 で き な か っ た 。 

















文献 記録 で 筆者 未確認 の も の 


. 橋川 村 奈 良 井 , 羽 渕 , 番 所 一 一 ギフ チョ ウ と ヒメ ギフ チョ ウ 
1950 年 5 月 , 白木 秀明 氏 は 人 奈良 井 付近 を 調査 し 。 奈良 井 , 羽 渕 , 番 所 と て ヒメ ギフ チョ ウ 数 頭 , ギフ チョ ウ 4 
る る 299 を 採集 し た と 発表 し た 。 
小野 幸夫 氏 は 2 回 の 調査 に 基づい て ①⑦① 奈 良 井 駅 上 流 4 婦 の 由 渕 で ウス パサ イシ ン を 発見 し た 以外 カン アオ イ , 
ウス パサ イシ ン を 発見 で きず , ②⑫ 番 所 (標高 1200m) は 谷間 が 立 く て Luehdorfio の 産地 と し て 妖 問 の ある と と 。, 
③ こ とこ とれ ら の 標本 を 白木 氏 以 外 の 人 が 見 て いな いこ と ーー を 理由 に Lxekdorfig の 生息 を 疑問 視 し て いる 。 
筆者 は 羽 渕 で フタ バア オイ の 群落 を 見 て いる が , ギフ チョ ウ , ヒメ ギフ チョ ウ , ウス パサ イシ ン , カン アオ イ 
類 は 発見 で き な か っ た 。 
2. 日 義村 宮 の 越 付近 一 一 ヒメ ギフ チョ ウ 
1931 年 の 杉谷 氏 の 目録 の 中 に 福島 小学 校 の 生徒 の 採集 に よる ヒメ ギフ チョ ウ が 記録 され て いる 。 木曽 谷 の ヒメ 
ギフ チョ ウ の 最初 の 報告 で ある 。 筆 者 は この 付近 を 数 回 調べ た と と が ある が , 成虫 食 草 と も に 未 発見 で ある 。 周 
辺 と は ヒメ ギフ チョ ウ の 産地 が ある と と ろか ら 本 種 生 息 の 可 能 性 は 大 きい も の と 推定 し て いる 。 
3 . 福島 町 木曽 中 学校 校 許 一 Luehdorfia sp. 上 
.1987 年 。 樋口 俊明 氏 が 採集 し た も の で , 新村 太 誠 氏 は と れ を ヒメ ギフ チョ ウ と し て 引用 し , 白木 秀明 , 小野 幸 
夫 , 清 澤 晴 親 の 各氏 は それ ぞ れ ギフ チョ ウ と し て 引用 し て いる 。 筆者 は 原著 を 直接 調べ る こと が で きず , どちら 
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が 正しい か は 判別 で き な い 。 な お (旧制 の ) 木曽 中 学校 は 現在 の 木曽 西高 等 学校 で ある 。 筆者 は 1964 年 5 月 10 日 
同 地 一 帯 を 調査 し た が , 成虫 食 草 と も に 発見 で き な か っ た 。 
4 . 王滝 村 一 一 ギフ チョ ウ 

樋口 俊 明 氏 の 1937 年 頃 の 報告 に よる も の で ある が , 筆者 は 原著 を みる 機会 を 得 て い な い 。 詳細 な 採集 地点 年 
月 日 , 頭数 , 性 な ど 一 切 不 明 で ある 。 王滝 村 は 開田 村 か ら ギ フチ ョ ウ が 記録 され た 現在 , 上 松 町 と と も に 本 種 の 
生息 , 発見 の 可能 性 が 大 きく な っ た 。 

5 開田 村 来 川 一 ヒメ ギフ チョ ウッ 

開田 村 末川 角 塚 里 付近 で ウス パサ イシ ン と と も に ギフ チョ ウ の 族 。 幼虫 が 採集 され て お り , また 成虫 の 目撃 記 
録 の ある と と は 上 記 の と お り で ある が , ヒメ ギフ チョ ウ の 記録 も ある 。 この 報告 に は 採集 頭数 , 年 月 日 な どの 内 
体 的 な 記述 が な い 。 筆者 は ヒメ ギフ チョ ウ を と の 地 か ら 確 認 し て いな い が , 生息 する と な れ は ば 表 日 本 に お ける 唯 
ー の 混 生 地 と な り 興 味 が 深い 。 
6 . 山口 村 一 一 ギフ チョ ウ 紹 

清 澤 晴 親 氏 より ご 通知 いた だ いた 1 頭 (1934 年 4 月 27 日 ), と 中 村上 康男 氏 の 1 \ (1963 年 4 月 22 日 ) の 2 つの 
記録 が ある に 過ぎ な い が , 本 種 が 分 布 し て いる こと と は 確実 で ある と 思う 。 








考 察 


+ . 木曽 谷 に お ける 食 草 の 種類 と 分 布 

木曽 谷 に は ウス パサ イシ ン 属 4sigasarwm で は ウス パサ イシ ン 4. Sieboldi (Mio.) F, MAEkAwA 1 種 , カン ア 
オイ 属 万 eterotrobg で は ヒメ カン アオ イ 万 .72Ago7 F. MAEKAWA 1 種 , フタ バア オイ 属 452zz7z で は フタ バ 
アオ ォ オイ 4. cgescezs MAxrM. 1 種 が 自生 し て いる 。 RS 

CO 姫 神 峠 , 日 義村 長 渡 , 原野 , 開田 村 末川 。 上 松 町 荒田 。 倉本 で 実 見 し て お り 橋 
川村 曲 洋 , 奥 塩水 で の 記録 も ああ る 。 2 

。 ヒ アカ ンプ オ イ は 木祖 村 境 峰 付近 (1400m), 村西 野 , 反 澤 大生 村 野 万 。 南村 向 基 。 和英 中 
三笠 野 田 立 柿 其 幅 , 宋 旭 , 向 困 畑 下 切 , 正 業 , 神坂 村 荒 町 。 新茶 屋 で 実 見 し て お り , また 上 - 松 町 寝 覚 の 床 付 
近 , "南木曽 町 城山 (500m) な どの 文献 記録 が ある 。 上 松 町 寝 覚 の 床 付近 は “キソ ジノ カ ン ア オイ Asarum Hisauchii 
F. MAskAWA, 1932"( ゼ ニ バ カン アオ イ と も 呼ば れ て いる ) の type locality で ある が , 隣接 する 岐阜 県 南部 や 愛 
知 県 産 の も の と の 第 別 が 困難 で あり , 前 川 文夫 教授 , 井波 一 雄 先 生 の ご 意見 も 参考 に し て 木 置 谷 産 の も の は すべ て ヒ 
メカ ン ア オイ Heterotropa Takaoi F. MAEkAwA と し て と り 扱 っ た 。 ちな み に ヒ メカ ン ア オイ の type locality 
は 奈良 県 添 上 郡 月 瀬 村 , 三重 県 上 野市 , 伊勢 市 神 路 山 , 鈴鹿 郡 関 町 で ある 。 

フタ バア オイ は 橋川 村 奥 塩水 , 南木曽 町 柿 其 峠 の 北側 (読書 側 ) と 南 麓 ( 田 立 側 ) で みて いる 。 


IT. 木曽 谷 に お ける Lxehdorfia の 食性 と 分 布 と の 関係 


ヒメ ギフ チョ ウ の 産地 に は すべ て ウス パサ イシ ン が 自生 し て お り , と れ を 食 草 と し て いる 。 し か し ウス バ サ イ スス 
ン が 自生 し て いて も ヒメ ギフ チョ ウッ が 未 発見 の 所 と し て 上 松 町 (荒田 , 倉本 ) が あり , また 開田 村 末 川 も 文献 記録 
の み で 筆者 は 確認 し て いな い 。 
ギフ チョ ウ の 産地 の うち 開田 村 末 川 で は ウス バ サ イ シン を 食 草 と し て お り , 付近 (に カン アオ イ 類 は 未 発見 で , 
特異 的 な 生息 地 で ある 。 と の 地 の ギ フチ ョ ウ は ウス パサ イシ ン と の 結び 付き が 強く , 木曽 谷 南部 や 愛知 県 の ヒメ 
カン アオ イ を 食 草 と し て 与え た 飼育 成績 が 良く な か っ た と と は 先述 の と お り で ある 。 
その 他 の 産地 で は すべ て ヒメ カン アオ イ を 食 草 と し て いる 。 た だ し 大 桑村 (須原 , 長野) で は 食 草 未 確認 で あ 
る 。 
開田 村西 野 , 把 之 澤 , 木祖 村 境 峠 , 上 松 町 寝 覚 の 床 な どの よう | こ に ヒ メカ ン ア オイ が 自生 し て いる に も か か わら 
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ず ギ フチ ョ ウ が まだ 発見 で き な い 場所 も ある が , 大 局 的 に は 木曽 谷 北部 に ヒメ ギフ チョ ウ が 分 布 し , ウス パサ イ 
NS A 属し , し か も 食 草 分 布 境界 が 
Luehdorfia line こ ほ ば 一 致し て いる 。 

次 に 木曽 谷 の Luehdorfia の 分 布 が 不 連続 で , か つ 豊 産地 の な い 点 に つい て 考え て みた い 。 木曽 谷 に 南 接する 同 
じ 水系 の 岐 重 県 の 恵那 部 落合 村 , 中 津川 市 , 恵那 市 , 瑞浪 市 な どの いわ ゆる 東 濃 丘 校 は ギフ チョ ウ が 豊 産 する 地域 
で あり , 食 草 の ヒメ カン アオ イ の 分 布 も 普遍 的 で 量 も 多い 。 と の 地域 は 500m 前 後 の 等 高 性 の 開 折 準 平原 で , 少な 
く と も る 第 三 紀 ある い は それ 以前 の 形成 に な る と と が 知ら れ て いる 。 

と れ に 反し て 木曽 谷中 南部 は 新生 代 に な っ て 急 に 発達 し た 急 唆 な 地形 を も つ 花 賠 岩 質 の 木曽 山上 派 に 治っ て お り , 
また 西側 に は 第 四 紀 に 入り さか ん K 火山 活動 を し て いた 御岳 山 (標高 3063m ) が 八 え , 両 地域 と も 先述 の 東 混 丘 校 
に 比べ て 地 喝 的 に 新しい 時 代 に 生 じ た も の で ある 。 カン アオ イ 類 は 第 三 紀 ま た は それ 以前 に アジ ア 大 陸 か ら 日 本 に 
拡 っ た も の と 考え られ , 木曽 谷 で は 第 四 紀 に 分 布 を 寸断 され た に 違い な い 。 

また こと の 地域 の 山腹 は 暖 帯 な いし 震 帯 系 の 常緑 針葉樹 林 (シラ ビ ソ , トウ ヒ , ツガ , スギ , ヒノ キ な ど ) で 被 わ 
れ て お り , その 構成 種類 数 も 乏しく 森林 の 林 床 は 日 照 に 乏しく , カン アオ イ 類 の 侵入 を 許さ ず , また ギフ チョ ウ 属 
成虫 の 活動 岡 が で きる と と も 阻害 し て いる 。 木曽 谷中 南部 の カン アオ イ 相 ひい て は ギフ チョ ッ 属 相 の 貧弱 さき は か よ 
うな 原因 に 基づい て いる も の と 考え る 。 
NH 性 古 生 層 が 現われ て お り , カラ マツ , 
ミズ ナラ , シラ カバ な どの 落 薬 樹林 を 生じ , その 林 床 は 適度 の 日 照 を 受け る と と が で き , 林内 ある い は 林 辺 に は ウ 
0 の の グリ DPP て 生 四 条件 を 提供 し て いる 。 

次 に 注目 すべ きこ と と は 木 章 谷 に Luekdorfia の 泥 生 地 が ある か 耕 か と いう 問題 で ある 。 現在 まで に 知ら れ た ギフ 
チョ ウ と ヒメ ギフ チョ ウッ ウ の 混 生地 は 山形 県 最上 川中 流 地 域 。 長野 県 北部 の 姫川 地域 と 飯山 地域 と で あっ て , と れ ら 
は すべ て 衰 日 本 側 に 当る 。 表 日 本 の 天竜 川 (伊那 谷 ) や 富士 川 流域 で は 上 流 地 域 に ヒメ ギフ チョ ツウ, 中 下流 地域 に 
ギフ チョ ウ を 産 す る が , それ ぞ れ の 分 布 域 は 離れ て お り , 中 間 に 両 種 と も 産 し な いい わ ゆ る 空中 地域 が 介在 し て い 
て 混 生地 は 知ら れ て いな い 。 木 環 谷 で は 開田 村 未 川 に 両 種 の 記録 が ある が , 混 生地 と 言え を る か どう か は さら に 検討 
を 要する 。 

筆者 は 1957, 1958 年 に 長野 県 北 安 法 邦 , 1964 年 に RR MOE ET 
地 を 調 食し , 前 者 と 7 前 傘 と の 比較 と つい て は 既に 報告 し た が , "と れ ら の 地域 は ウス パサ イシ ン と カン アオ ォ オイ 類 ( 前 
者 で は ミヤ マ ア オイ , 後者 で は コン シン ノ カン アオ イ が 自生 , と も に ヒメ カン アオ ォ オイ 節 に 属す る ) の 混 生地 で も あり , 
Se に 豊富 で , さら 成虫 吸 蜜 植物 と し て カタ クリ ユリ も 豊 許 する 。 と の よう な 条件 揃い の 土地 は 木 

と は な い 。 木 曽谷 の 食 草 , 吸 蜜 植物 の 分 布 の 様相 や 量 か ら 推 諭す れ ば , 山形 県 や 長野 県 北部 の よう な 美 事 な ギ 
I ee を 得 な い 。 
















































































世 ギフ チョ ウ と カン アオ イ 燃 と の 結び 付き に つい て 一 一 特に ヒメ カン アオ イ 和 分 Sect. gzcoezzes の 車 枯 性 








筆者 は か っ て 日 本 産 の ギフ チョ ウ 居 全体 の 分 布 に つい て 給 じ た と と が ある が , その 中 で 山南 日 本 の ギフ チョ ウ の 
産地 は 中 次 構 造 線 より 北 に ある こと , また ヒメ カン アオ イ 類 が 同 じ よ うな 分 布 を ホ す と と , ギフ チョ ウ の 好む カン 
アオ イ 類 も ヒメ カン アオ イ 節 お よび その 近 丘 縁 種 が 多い と と か ら ヒ メカ ン ア オイ 節 の 分 布 が ギフ チョ ウ 分 布 に 極め て 
重要 な 意味 を も つこ と と を 示唆 DR 

と と で Luehdorfia line 同 辺 の カン アオ イ 類 の 分 布 を 検討 し て みた い 。 THig.4 は ヒメ カン アオ イ 人 節 Sect, 
Bicornes の うち 分 布 が 明らか で な い ミ チノ クサ イシン Heterotropa Faurieri (FRANCH.) F, MAEKAWA を 除い た 
4 種 お よび ヒメ カン アオ イ 節 に 最も 近く , 関東 地方 に お いて ギフ チョ ウ の 主要 な 食 草 と な っ て いる ラン ョ ウ ア オイ 
H. albivenia (Regel) F. MAEskAWA (ラン ヨウ アオ イ 和 分 Sect. Raryo に 属す る ) の 分 布 を 模式 的 に 示し た も の 
で ある 。 山形 か ら 北陸 に か け て は コシ ノ カ ン ア オイ 万 . eg2c の yz F, MAgkAwA, 北ア ルプ ス 地 帯 で は ミヤ マ ア 
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オイ 万 . Nakaiana F, MAEKAWA, 岐 員 県 。 長野 県 > 間谷, 侵 務 谷 。 愛知 県 。 静 剛 県 販 箇 地方 で は ヒメ カン アデ オイ 
HH. Takaoi F、MAgkAwA, 宮 士 山林 で は オト メア オイ HH. Savatieri (FRANCH.) F. MAEkAWA が 自生 し て いて い 
ずれ も 自然 状態 で ギフ チョ ウ の 産卵 植物 と な り 食 草 と な っ て いる 。 Luehdorfia line は こと これ ら ヒ メカ ン ア オイ 閣 の 
分 布 の 周辺 に よく 一 致し て いる と と が わか る 。Luehdorfia Hine の も つ 生 能 的 意義 の うち ギフ チョ ッ ウ 側 の 要素 は ほ 
ぼ ヒ メカ ン ア オイ 人 節 の 分 布 か ら 説明 し 得る も の と 考え る 。 


- ウス パサ イシ ン の 分 布 の 概要 を 調査 する と こと が で き な か っ た た だ ため ヒメ ギフ チョ ツウ の 側 か ら Luehdorfia line の 
検討 が で き な か っ た が , これ は 今後 の 課題 と し て 注目 し て お きた い 。 
最後 に ギフ チョ ウ の 食 草 と し て の ウス パサ イシ ン の 問題 に 言及 し て お きた い 。 食性 の 上 で ギフ チョ ウ は カン アオ 
イィ 類 万 7ez97z の カ の の に と 対す る 依存 が 強く , 
(CE メ ギ フ チョ ツウ は ウス パサ イシ ン 疾 
Asiasarum_ に 対す る 結び 付き が 強固 な とこ 
と は 広く 認め られ て いる と と で ある 。 ギ フ 
チョ ウ が ウス バ サ イ シン を 野外 で 食 草 と し 
て いる と と ろ は 山形 県 , 長野 ・ 新 潟 の 県 境 
地帯 , 木 肖 谷 。 伊那 合 お よび われ われ が 報 
告 し た 岐阜 県 施 上 邦 が ある 。 ま た 山形 県 の 
混 生 地 で は 逆 に ヒメ ギフ チョ ウ が ミチ ノ ク 
サイ シン を 食 草 と する と と が ある と いわ れ 
る 。 と これ ら の 地域 は 岐阜 県 部 上 部 を 除い て 
いずれ も Luehdorfia 1ine に 近い 産地 で 
あり , また 混 生地 に お ける 報告 が 多い と と 
は 興味 深い と と で ある 。 と の 現 角 は 両 種 の 
食性 の 変遷 ひい て は 進化 の 歴史 を た どる の 
に 種々 な 資料 生 提供 し て くれ る 。 分 布 結 の ・ 
辺 縁 に あたり , 他 の 産地 と 隔 絶 さ れ た 開田 
村 の ギフ チョ ウ が ウス バ サ イ シン か ら 発 見 
NN 
は 創 育 成果 が 香ばし く な か っ た と と は 既 
I 
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i Luehdorfia puzilot inexpecta Sheljuzhko 


——-— Luehdorfia japonica Leech 





~~ Heterotropa megacalyx F.Maekawa 


る 。 本 
れる Heterotropa Nakaoi ド .Maekawa 
-- Sect. Bicornes 
結 5 未詳 証 Heterotropa Takaoi F. Maekawa 
ボロ = 


xxxx Heterotropa Savatieri(Franch.) F. Maekawa 
1955 年 か ら 1965 年 の 11 企 間 に 木 曽谷 ーー- Heterotropa albivenia (Regel) F. Maekawa ーーーー- Sect. Ranyo 
(長野 県 西 筑摩 部 ) に お ける ギフ チョ ウ 怖 
Luehdorfia の 分 布 , 食 草 , 食性 な ど を 調 





Fig.4 本 州 中央 に お ける ギフ チョ ウ と ヒメ ギフ チョ ウ の 分 布 。 
査 し た 。 両 種 の 分 布 境界 と し て Luehdorfia line が あり , ギフ 
木曽 会 の 北部 に は ヒメ ギフ チョ ウ が , 南 チョ ウッ の 分 布 は 5 種 の カン アオ イ 類 (ヒメ カン アオ イ 節 
部 に は ギフ チョ ウッ が 産 する が , 中 部 の 寺島 と ラン ョ ヨウ アオ イ 節 ) に よく 一 致し て いる 。 
町 , 上 松 町 , 三岳 村 , 王滝 村 に は 両 種 と も 
(と 確実 な 記録 が な い 。 





開田 村 未 川 で や ギフ チョ ウ と ヒメ ギフ チョ ウ が と も に 記録 され た が , 混 生地 で ある か 否 か は な お 調査 を 重ね る 必要 
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が ある 。 

ヒメ ギフ チョ ウ は ウス パサ イシ ン を , ギフ チョ ウ は ヒメ カン アオ イ を 食 草 と し て いる が , 開田 村 で は ウス バ サ イ 
シン か ら ギ フチ ョ ウ の 外 , 幼虫 が 採集 され た 。 フ タバ アオ イ は 自然 状態 で は 食 草 に は な っ て いな い 。 

橋川 村 の 混 生 の 記録 , 開田 村 の ヒメ ギフ チョ ウ , 福島 町 の Luekdorfia sp.。 王 滝村 の ギフ チョ ウ な どの 文献 記録, 
上 松 町 , 三岳 村 に お ける 本 属 産 否 の 問題 は 今後 も 検討 調査 する 必要 が ある 。 

肖 谷 の Lxekdorfia の 産地 は 孤立 的 で , 多 産 地 は な い 。 これ は 該 地域 が 地 史 的 に 新しい 火山 と 断層 山脈 に 挿 ま 

れ た 狭い 映 谷地 帯 で も り , また 単純 な 常緑 針葉樹 林 が 発達 し , 食 草 と 吸 蜜 植物 の 林 床 へ の 進入 を 阻害 し て いる た め 
と 考え られ る 。 

Luehdorfia line で 示さ れる ギフ チョ ウ と. japonica の 分 布 限界 は 食 草 ヒメ カン アオ イ 節 の 分 布 限界 に よく 一 
致し , 中 部 日 本 で の ギフ チョ ウ の 分 布 規定 因子 の うち 最も 主要 な も の は ヒメ カン アオ イィ 和 館 の 分 布 で ある と 考え る 。 
終 に 臨み , 種々 援助 を 賜 わ っ た 阿 江 茂 , 浅井 弘 三 , 家 城 司 , 井波 一 雄 , 石田 昇 三 , 磯村 鋭 志 , 萬 谷 健 , 滝田 康 一 
田中 閉 の 諸氏 に 対し 厚く 御礼 申し 上 げ る 。 








SUMMARY 


Luehdorfia japonica and L. puziloi are phylogenetically primitive, oriental Papilionid butterflies. 
Their Japanese distribution is well investigated: the former ranges over central to western 
Honsht, while the latter over the central to northeast of HonshGQ and Hokkaid$. Thus there exists 
a quite distinct “habitat segregation” among the two, and the “Luehdorfia-line” is advocated as a 
biogeographical boundary-line. 

The Kiso Valley is just ocated on the “Luehdorfia -line”, where two Lughdorfia SDecies are 
localized in a few separate habitats and less common than the adjacent regions: L. puziloi is 
restricted to the northern part and L. japonica is found only from the southern part of the Valley. 
Neither has been recorded from the middle part. 

Such characteristic may be explained by the following facts: The Valley is situated between 
the steep Kiso Mountains and Mt. Kiso-Ontake, of which volcanic activity was in Quaternary。 
Moreover, the greater part of this district is covered with well-developed evergreen coniferous forest 
inhibiting the spontaneity of both food-plants and adult feeding-plants. 

The food-plants of Luehdorfia are also phylogenetically primitive Aristolochiaceae: Heterotropa 1n 
L. Jjaponica and Asiasarum in L. puziloi. They had reached us from the Asian Continent during or 
prior to the Tertiary, extended their areas of distribution and have produced many geographical 
races, 

L. japonica chooses Sect, Bicornes in preference to the remainders of genus Heterotropa as the 
ovipositing plants and food-plants. In this paper, it is postulated that the geographical or 
ecological distribution of L. jafonica has an intimate connection with the spontaneity of its main 
food -plant, Sect, Bicornes, 


Explanations of figures 


Fig. 1 . 
Aa. Luehdorfia puziloi inexpecta SEHELJUZHKO。 male, 
May 9, 1965, the Torii pass, Kiso-mura. 
Ab. ditto, female. 
April 26, 1959, the Torii pass, Kiso -mura. 
Ba. Luehdorfia japonica LEECH, male, 
April 25, 1965, Suhara, Okuwa-mura. 
Bb, ditto, female. 
April 19, 1964, Noziri, Okuwa -mura. 
Fig.2. 
C,. A habitat of L. puziloi, the Torii pass; showing Larix leptolepis, a deciduous conifer, is 
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dominant, 

D. Heterotropa Takaoi F. Maekawa, a main food-plant of Luehdorfia japonica in the Kiso 
Valley, and the eggs laid in cluster on the undersurface of the leatf, 

E. A habitat of L. japonica, Midono, Nagiso-chO: showing the evergreen acicular trees 
(Pinus Sp.) are dominant。 

Fig.3. Distribution map of Luehdorfia puziloi (A) and L. japonica (§) in the Kiso Valley, 
Nagano Pref。. 

Numbers in the figure correspond to those in the text. 

Fig.4 . Distribution of Luekdorfia puziloi (dotted zone) and L. japonica (Zebra zone) in central 
HonshQ, Japan: illustrating a distinct “habitat segregation*” between the two and an 
intimate connection between L. japonica and its food-plants, Sect. Bicornes of Genus 
Heterotropa, Aristolociaceae. 
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(1965 年 12 月 25 日 ) 





の が 2 の. 人 諾 . 症 弄 
- _. 
加 腰 和 彦 


ツバ メシ ジミ (Everes argiades hellotia MENETRI~S) 

の そ で 裏面 斑紋 に 異常 の ある 個体 を 見 出し た の で , 写真 を 出 
し て 記録 したい 。 すなわち と の 個体 で は 後 次 裏面 前 緑 に 4 個 
の 黒 斑 が 並び , それ が 看 後 閉 で は ほとん ご ど 連続 状態 と な っ て 
いる 。 ま た 裏 面 の 黒 斑 は すべ て その 色調 が 測 色 で 明 只 で まあ 
る 。 こ の 標本 は 山形 県 西 置 則 莉 白魔 町 大 字 荒 砥 で 1966 年 8 月 
19 日 に 和音 藤 昭二 君 (長井 工業 高等 学校 , 2 年 生 ) が 採集 し た 
も の で ある 。 写真 は 筆者 撮影 。 
































1) 山形 県 西置賜 痢 白鷹 町 大 字 荒 低 還 1202 | 
“ 山形 県 で と それ た ツ パ メ シジミ の 異常 型 (? 裏 面 ) 
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